
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
マルチメディアオンラインサービスによる動画像データ，音声データ，テキストデータな
どを含むマルチメディアデータを受信し記録するようなデータ記録装置において、
帯域圧縮されて伝送されるディジタル情報信号を受信し処理するための受信信号処理手段
と、
上記ディジタル信号から圧縮された画像／音声データとユーザインターフェイスのための
データとを分離する分離手段と、
上記画像／音声データを記録／再生するための第１の記憶手段と、
上記ユーザインターフェイスのためのデータを記録／再生するための第２の記憶手段と
を有

ることを特徴とするデータ記録装置。
【請求項２】
請求項１に記載のデータ記録装置において、
上記ユーザインターフェイスのためのデータには上記画像／音声データに対して検索を行
えるようなインデックス情報が含まれ、
上記第１の記憶手段には、上記画像／音声データの記録位置を示す記録位置情報が記録さ
れ、
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し、
上記第１の記憶手段の記録媒体は脱着可能であり、
上記第２の記憶手段に記録される上記ユーザインターフェイスのためのデータには、上記
記録媒体の交換情報が含まれてい



上記インデックス情報と上記記録位置情報とは互いに対応付けられることを特徴とするデ
ータ記録装置。
【請求項３】
請求項１に記載のデータ記録装置において、

ことを特徴
とするデータ記録装置。
【請求項４】

【請求項５】
マルチメディアオンラインサービスによる動画像データ，音声データ，テキストデータな
どを含むマルチメディアデータを受信し記録するようなデータ記録方法において、
帯域圧縮されて伝送されるディジタル情報信号を受信し処理するためのステップと、
上記ディジタル信号から圧縮された画像／音声データとユーザインターフェイスのための
データとを分離するステップと、
上記画像／音声データを記録／再生するための第１の記録のステップと、
上記ユーザインターフェイスのためのデータを記録／再生するための第２の記録のステッ
プと
を有

ることを特徴とするデータ記録方法。
【請求項６】
請求項 に記載のデータ記録方法において、
上記ユーザインターフェイスのためのデータには上記画像／音声データに対して検索を行
えるようなインデックス情報が含まれ、
上記第１の記録のステップでは、上記画像／音声データの記録位置を示す記録位置情報が
記録され、
上記インデックス情報と上記記録位置情報とは互いに対応付けられることを特徴とするデ
ータ記録方法。
【請求項７】
請求項 に記載のデータ記録方法において、

ことを特徴
とするデータ記録方法。
【請求項８】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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上記第２の記憶手段に記録された上記ユーザインターフェイスのためのデータに基づき上
記第１の記憶手段に記録された上記画像／音声データに対する選択メニューを表示し、
上記表示された選択メニューによって再生したい画像／音声データを選択する

請求項３に記載のデータ記録装置において、
上記選択メニューによって選択した再生したい画像／音声データが上記第１の記憶手段で
別の記録媒体に記録されている際には、その旨を表示することを特徴とするデータ記録装
置。

し、
上記第１の記録のステップにより記録される上記画像／音声データは脱着可能な記録媒体
に記録され、
上記第２の記録のステップにより記録される上記ユーザインターフェイスのためのデータ
には、上記記録媒体の交換情報が含まれてい

５

５
上記第２の記録のステップにより記録された上記ユーザインターフェイスのためのデータ
に基づき上記第１の記録のステップにより記録された上記画像／音声データに対する選択
メニューを表示し、
上記表示された選択メニューによって再生したい画像／音声データを選択する

請求項７に記載のデータ記録方法において、
上記選択メニューによって選択した再生したい画像／音声データが上記第１の記録のステ
ップにより別の記録媒体に記録されている際には、その旨を表示することを特徴とするデ
ータ記録方法。



この発明は、ディジタル放送，マルチメディアオンラインサービスなどのようなディジタ
ル伝送においてダウンロードされた、動画像などがふんだんに使用された大容量のデータ
を記録するような ータ記録装置および記録方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在、インターネットを使用したサービスをはじめとする、パーソナルコンピュータけの
オンラインサービスが急速に広まりつつある。この、既存のオンラインサービスは、その
ほとんどが文字主体のサービスであり、また、静止画あるいは疑似動画程度の伝送までが
可能とされている場合でも、画像データのダウンロードに非常に時間がかかってしまいア
クセスが悪かった。さらに、このようにダウンロードされた画像データに関しても、その
画質は、決して満足できるレベルとはいえなかった。
【０００３】
こうした問題は、このようなオンラインサービスが既存の電話回線を使用しているシステ
ムに起因するところが大きい。そのため、これを解決するために、デジタル衛星によるデ
ータサービスやＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）の回線を使った“ケーブルモデム”といわれ
るシステムが登場した。
【０００４】
例えば、衛星を使ったデジタル放送が米国ではすでに開始されており、欧州、日本でも順
次同様のサービスが予定されている。この衛星によるディジタル放送は、家庭のテレビジ
ョン受像機に対して１５０ｃｈ程度のチャンネルを割り当て、サービスを提供するもので
ある。
【０００５】
このような衛星によるサービスには、テレビジョン向けのサービスばかりでなく、パーソ
ナルコンピュータのためのデータサービスに拡張されていくものもあると考えられている
。また、今後ますます、文字データのみならず、静止画，動画，音声を含めた、所謂マル
チメディアサービス（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｅｉａ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）　へのニーズが高まり
つつある。
【０００６】
このサービスにおいて、動画像データは、例えばＭＰＥＧ２方式で圧縮され伝送される。
この場合のデータ容量は、映画などの動画像データを伝送する場合で、１分間に例えば３
０ＭＢｙｔｅ程度となる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
このように、このマルチメディアサービスにおいて、伝送されてくるデータが動画等を含
み大容量化が進むにつれ、一般家庭内に普及しているパーソナルコンピュータに内蔵され
ているハードディスクなどのストレージでは容量が不足してしまうという問題点があった
。このため、せっかくの付加価値サービスを十分楽しむことができないという問題点があ
った。
【０００８】
また、そのためにハードディスクを大容量のものに変更するような場合、再びソフトウェ
アをインストールするなどの手間がかかり、また、新たにハードディスクを追加するよう
な場合でも、パーソナルコンピュータの仕様を変更する必要があるという問題点があった
。
【０００９】
また、例え大容量のハードディスクがパーソナルコンピュータに用意されている場合でも
、画像／音声データのようなシリアルアクセスを行うデータとその他の通常のデータのよ
うにランダムアクセスを行うデータとが同一のハードディスクに書き込まれていてはアク
セス性に問題が生じる。
【００１０】
したがって、この発明の目的は、一般家庭に普及しているパーソナルコンピュータを大き
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な仕様変更を加えることなく利用して、マルチメディアオンラインサービスを楽しめるよ
う ータ記録装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
この発明は、上述した課題を解決するために、帯域圧縮されて伝送されるディジタル情報
信号を受信し処理するための受信信号処理手段と、ディジタル信号から圧縮された画像／
音声データとユーザインターフェイスのためのデータとを分離する分離手段と、画像／音
声データを記録／再生するための第１の記憶手段と、ユーザインターフェイスのためのデ
ータを記録／再生するための第２の記憶手段とを有

ることを特徴とするデータ記録装置である。
【００１２】
また、この発明は、上述した課題を解決するために、帯域圧縮されて伝送されるディジタ
ル情報信号を受信し処理するためのステップと、ディジタル信号から圧縮された画像／音
声データとユーザインターフェイスのためのデータとを分離するステップと、画像／音声
データを記録／再生するための第１の記録のステップと、ユーザインターフェイスのため
のデータを記録／再生するための第２の記録のステップとを有

ることを特徴とするデータ記録方法である。
【００１３】
上述したように、この発明は、大容量を要する画像／音声データを第１の記憶手段に記録
し、ユーザインターフェイスのためのデータを第２の記憶手段に記録するようにされてい
るため、既存のパーソナルコンピュータに対して大きな仕様変更をしなくてもマルチメデ
ィアオンラインサービスを利用することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、この発
明によるマルチメディアデータ記録装置の構成を概略的に示す。このマルチメディアデー
タ記録装置は、一般家庭におけるマルチメディアによるオンラインサービスを実現するた
めのものであり、サービスに加入している各家庭に設置される。これはすなわち、各家庭
の既存のパーソナルコンピュータ１に、図の点線内に示される装置が装着されることによ
って実現される。
【００１５】
このオンラインサービスは、サービス供給元から供給された映像・音楽ソフト、電子番組
表、マガジン情報、ショッピング情報などから成る各種オンライン情報を受信したユーザ
によって、これらの情報のダウンロードや各種商品の注文などが行われるものである。こ
の各種商品の注文は、例えば、このマルチメディアデータ記録装置からサービス供給元に
対して直接的に行うことができる。
【００１６】
パーソナルコンピュータ１に、インターフェイスボード２が装着される。このインターフ
ェイスボード２に、アンテナ３，音声再生装置４，およびイメージクリップサーバ５が接
続される。サービス供給元から例えば通信衛星を介して送信されたオンラインサービスの
信号がアンテナ３に受信されビットストリームとされる。この受信されたビットストリー
ムは、インターフェイスボード２に供給される。
【００１７】
このインターフェイスボード２は、アンテナ３で受信されたビットストリームに対する、
復調や復号化，暗号化解除，データの種類による振り分けなどの所定の信号処理を行うも
のであり、内部にＣＰＵを有する。また、このインターフェイスボード２は、ＭＰＥＧデ
コーダやモデム機能も有し、各種インターフェイスが搭載される。このインターフェイス
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し、第１の記憶手段の記録媒体は脱着
可能であり、第２の記憶手段に記録されるユーザインターフェイスのためのデータには、
記録媒体の交換情報が含まれてい

し、第１の記録のステップ
により記録される画像／音声データは脱着可能な記録媒体に記録され、第２の記録のステ
ップにより記録されるユーザインターフェイスのためのデータには、記録媒体の交換情報
が含まれてい



ボード２の詳細については、後述する。
【００１８】
インターフェイスボード２において、受信されたビットストリームから映像／音声データ
のようなデータと、例えばテキストデータのような一般データとが分離される。この一般
データは、例えばユーザインターフェイスのために用いられるものである。これら分離さ
れたデータのうち、画像／音声データは、例えばディジタルビデオカセットレコーダ（Ｄ
ＶＣＲ），ディジタルビデオディスク（ＤＶＤ）装置，光磁気ディスク（ＭＯ）ドライブ
，あるいはハードディスクから成るイメージクリップサーバ５に供給され記録される。一
方、テキストデータなどの一般データは、パーソナルコンピュータ１の例えばハードディ
スクなどによる外部記憶装置に記憶される。
【００１９】
例えば、ユーザがサービス提供元から提供される複数の映画の中から適宜選択し映像／音
声の供給を受けるようなサービスでは、ユーザの要求により、プレビュームービークリッ
プ（映画などのダイジェスト映像）とこのプレビュームービークリップに対して検索を行
うための検索データを含む一般データがビットストリームとして受信される。受信された
これらのビットストリームがインターフェイスボード２に供給された場合、大容量を要す
るプレビュームービークリップがイメージクリップサーバ５に記録され、小容量で済む一
般データがパーソナルコンピュータ１に供給されハードディスクに記録される。
【００２０】
また、サービス供給元から供給されるサービスには、テキストデータのみから成るもの、
あるいは画像データおよび音声データと共にテキストデータを含むものも存在する。この
ように、テキストデータで供給されるサービスは、一般データとしてストレージＡに記憶
される。
【００２１】
パーソナルコンピュータ１のディスプレイには、受信された情報の検索を行い再生するた
めのユーザインターフェイスが表示されている。ユーザは、このインターフェイスを用い
て受信された情報の検索を行い所望の情報を表示させることができる。この情報が映像情
報であれば、パーソナルコンピュータ１のユーザインターフェイスにおける映像表示領域
に映像が表示され、音声情報であれば音声再生装置４によって音声が再生される。
【００２２】
図２は、上述の構成におけるデータのダウンロードおよび再生の際の方法を概略的に示す
。図２Ａに示されるデータのダウンロードの場合、サービス供給元から通信衛星などを介
して送出され、送出されたこの信号がアンテナ３に受信されビットストリームとされる。
このビットストリームがインターフェイスボード２に供給され、信号の復調，復号化，暗
号化の解除などの所定の処理を施され、パケットに付されたＩＤに基づいて画像データお
よび音声データと、これら画像データおよび音声データに対するインデックス情報とされ
る検索データを含む一般データとに分離され振り分けられる。
【００２３】
振り分けられたデータのうち、一般データは、ストリームＡとされパーソナルコンピュー
タ１の、例えばハードディスクから成りアクセス性に優れた外部記憶装置によるストレー
ジＡに記憶される。一方、一般に大容量を要する画像／音声データは、ストリームＢとさ
れストレージＢに記録される。このとき、これら画像データおよび音声データのストレー
ジＢでの記録位置を示すインデックス情報がストレージＢに書き込まれる。このインデッ
クス情報は、上述のストレージＡに記憶された検索データに対応するものである。
【００２４】
なお、ストレージＢには、例えばＤＶＣＲ，ＭＯドライブ，ＤＶＤ装置のように、使用さ
れる記録媒体が容易に脱着可能とされているものを用いると、大量の画像データおよび音
声データを記録し保存することができて都合がよい。この場合、ストレージＡに記憶され
るインデックス情報には、ストレージＢにおける記録媒体の交換情報も含むようにするの
が好ましい。
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【００２５】
このダウンロードされた画像／音声データを再生するためには、先ず、図２Ｂに示される
ように、パーソナルコンピュータ１によってストレージＡに記憶された一般データが読み
出される。パーソナルコンピュータ１のモニタには、この一般データに基づきダウンロー
ドされた画像／音声データに対する選択メニューが表示される。ユーザは、この選択メニ
ューによって再生したい画像データおよび音声データを選択する。このとき、ストレージ
Ｂに対しては、何のアクセスも行われない。
【００２６】
なお、このときの選択メニュー表示には、例えば過去にダウンロードされストレージＢに
おいて記録されたデータを共に表示するようにしてもよい。すなわち、ストレージＡには
過去にダウンロードし記録したインデックス情報を蓄積するようにし、ユーザは、蓄積さ
れたインデックス情報のなかから希望の画像／音声データを選択することができる。若し
、選択されたデータがストレージＢにおいて別の記録媒体に記録されている際には、その
旨パーソナルコンピュータ１のモニタに表示され、ユーザに記録媒体の交換を促す。
【００２７】
画像データおよび音声データの選択が行われると、パーソナルコンピュータ１の指示によ
りストレージＢに書き込まれたインデックス情報が読み出され、選択結果に基づいた検索
データによってこの読み出されたインデックス情報が参照される。この参照により取得さ
れた記録位置に対してサーチが行われ、選択された画像データおよび音声データがストレ
ージＢから読み出される。読み出されたこの映像データおよび音声データは、図２Ｃに示
されるように、ストリームＢとされインターフェイスボード２を介して例えばパーソナル
コンピュータ１に供給され、このパーソナルコンピュータ１のモニタや音声再生装置にお
いて画像の映出や音声の再生が行われる。
【００２８】
なお、選択されたサービスがテキストデータのみである場合には、当然、ストレージＢへ
のアクセスは行われない。また、ストレージＡは、アクセスが高速なため、テキストデー
タによってこのストレージＡに記憶されたサービスに対しては、特にインデックス情報の
作成は行われない。
【００２９】
図３は、この発明によるマルチメディアデータ記録装置が適用されるマルチメディアオン
ラインサービスシステムの構成の一例を示す。この図に示されるサービスにおいては、デ
ィジタルマルチメディアデータがサービス供給元から発信され、通信衛星やケーブルを介
してこのサービスに加入している一般家庭に送出される。
【００３０】
この図３に示される例では、このデータが通信衛星を介して送出されているが、これはこ
の例に限らず、サービス供給元から各加入家庭に対してケーブルで以てデータの送出を行
ってもよい。このディジタルマルチメディアデータは、例えば映像・音楽ソフト、電子番
組表、マガジン情報、ショッピング情報をはじめとする各種オンライン情報から成るオン
ラインサービスである。これらのサービスは、画像データ，音声データ，およびテキスト
データなどから成る。
【００３１】
データ圧縮およびスクランブル装置６に対して、例えば映像配給元７からビデオ映像が複
数チャンネルにわたり供給される。また、インターネット８や商用ネット９から、ニュー
スや娯楽情報などがこのデータ圧縮およびスクランブル装置６に対して供給される。供給
されたこれらのディジタルデータは、データ圧縮およびスクランブル装置６において圧縮
され、サービス加入者以外に利用されないためにスクランブル情報を付加され、送信装置
１０に供給される。
【００３２】
送信装置１０において、圧縮されスクランブル情報を付加された供給されたディジタルマ
ルチメディアデータが例えばマイクロ波に変調され送信される。送信されたこの信号は、
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通信衛星１１を介してこのサービスに加入している各家庭に設置された受信装置３によっ
て受信されビットストリームとされる。
【００３３】
図４Ａは、この受信されたビットストリームの例を示す。このビットストリームは、例え
ば１つが１８８バイトあるいは１３０バイトといったトランスポートパケットと称される
単位で伝送される。伝送されるデータは、例えばテキストデータなどの一般的なデータ，
ビデオ（画像）データ，オーディオ（音声）データといったようなデータの種類毎に、そ
れぞれ所定のパケットのサイズに分割される。図４においては、Ｄ１～３が一般的なデー
タのためのデータパケット、Ｖ１～６がビデオデータのためのビデオパケット、そして、
Ａ１～３がオーディオデータのためのオーディオパケットを示している。
【００３４】
さらに、これらのトランスポートパケットの先頭には、画像データ，音声データ，一般デ
ータといったパケットの種類や分割などの情報を示すＩＤがそれぞれ付せられる。受信後
の処理において、このＩＤに示される情報に基づいて各々のデータが復元される。
【００３５】
このような、アンテナ３に受信されたビットストリームがインターフェイスボード２に供
給される。このインターフェイスボード２において、上述のＩＤに基づいてデータ種類毎
にパケットが振り分けられる。この例においては、ビデオパケットおよびオーディオパケ
ットとデータパケットとが振り分けられる。図４Ｂは、このように図４Ａのビットストリ
ームからデータパケットが振り分けられた様子を示し、同様に、図４Ｃは、図４Ａのビッ
トストリームからビデオパケットおよびオーディオパケットが振り分けられた状態を示す
。
【００３６】
このようにして受信されたオンラインサービスのビットストリームは、サービス加入家庭
に用意されているパーソナルコンピュータ１に装着されたインターフェイスボード２に供
給されることによってダウンロードされる。そして、供給されたこのビットストリームは
、上述したように、各パケットに付されたＩＤに基づき画像データおよび音声データと例
えばテキストデータのような一般データとに振り分けられる。
【００３７】
そして、データ容量の大きい、ビデオパケットおよびオーディオパケットから成るデータ
は、ストリームＢとされストレージＢであるイメージクリップサーバ５に供給され記録さ
れる。また同様に、データ容量の小さい、テキストデータなどを含むデータパケットから
成る一般データは、ストリームＡとされストレージＡであるパーソナルコンピュータ１の
ハードディスクに供給され記録される。
【００３８】
一方、データ圧縮およびスクランブル装置６には、課金システム１２が接続されている。
この課金システム１２は、このオンラインサービスを利用したユーザに対する課金の管理
を行うためのものである。すなわち、この課金システム１２とユーザのＨＭＳボードとが
電話回線などの公衆回線１４で接続される。また、インターフェイスボード２は、例えば
予め所定の金額が登録されたプリペイドカード１３を装着して使用するようにされており
、このサービスの利用の際に利用したサービスの料金に応じた金額が差し引かれるように
されている。このプリペイドカード１３の情報を課金システム１２およびパーソナルコン
ピュータ１との間でやり取りすることによって、サービス供給元およびユーザとの間で課
金の管理が行われる。
【００３９】
パーソナルコンピュータ１には、サービス供給元から供給されたデータなどを再生するた
めのアプリケーションソフトウェアが搭載されている。ユーザは、これらのアプリケーシ
ョンソフトウェアを利用してダウンロードしたデータを再生することができる。
【００４０】
例えば、映画などのダイジェスト画像であるプレビュームービークリップおよびこのクリ
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ップから希望のタイトルを検索するための目次データをダウンロードした場合、ユーザは
、先ず目次データによって検索を行いこの検索結果に基づいてプレビュームービークリッ
プの視聴を行う。そして、気に入ったタイトルがあった場合、このパーソナルコンピュー
タ１からサービス供給元に対して、ユーザによって公衆回線１４を介して希望の映像の供
給が要求される。
【００４１】
希望の映像がサービス供給元からユーザに対して供給されダウンロードされると、プリペ
イドカード１３から所定の金額が差し引かれ、サービスが完了する。ダウンロードされた
映像は、イメージクリップサーバ５に供給され記録される。そして、パーソナルコンピュ
ータ１を介してのユーザの指示によりこの映像が再生される。この再生は、パーソナルコ
ンピュータ１のディスプレイに対して行うようにしてもよいし、テレビジョン受像機１５
に対して行ってもよい。
【００４２】
一方、受信装置３は、従来のサービスであるディジタル放送の受信も行うことができる。
このように受信されたディジタル放送も、受信装置３からインターフェイスボード２に供
給される。この従来のサービスにおいても、受信されたディジタル放送は、パーソナルコ
ンピュータ１のディスプレイに表示してもよいし、テレビジョン受像機１５に対して表示
してもよい。
【００４３】
図５は、この実施の一形態におけるマルチメディアデータ記録装置の構成の一例を詳細に
示す。この例は、上述のストレージＢであるイメージクリップサーバ５として、ディジタ
ルビデオカセット（ＤＶＣ）に対して記録／再生を行うディジタルビデオカセットレコー
ダ（ＤＶＣＲ）あるいは、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）に記録／再生を行うＤＶＤ
装置が用いられる例である。
【００４４】
サービス供給元から、オンライン情報として映像・音楽ソフト、電子番組表、マガジン情
報、ショッピング情報などの画像／音声データが伝送される。このとき、画像データは、
例えばＭＰＥＧ２方式で圧縮符号化され伝送される。伝送されたこれら各種オンライン情
報は、圧縮されたデジタル信号としてアンテナ３によって受信され、フロントエンド回路
３０に供給される。
【００４５】
なお、ここでは各種オンライン情報の伝送が電波によるものとしたが、これはこの例に限
定されるものではない。例えば、ＣＡＴＶなどのように、ケーブルを介して行ってもよい
。この場合には、サービス供給元によって設置されたケーブルがこのインターフェイスボ
ード２に接続され、各種オンライン情報を含む信号が所定のインターフェイスを介してフ
ロントエンド回路３０に供給される。
【００４６】
なお、上述したように、このディジタル信号は、所定バイト長のパケットを単位として送
信される。さらにその際、画像／音声データがそれぞれパケットに分離され時分割多重さ
れて１つがトランスポートストリームとして送出される。通信衛星の送出機では、これら
のトランスポートストリームを複数チャンネル分まとめて送出することができる。この送
出機をトランスポンダと称する。
【００４７】
圧縮されたディジタル信号として受け取られた各種オンライン情報は、フロントエンド回
路３０において受信チャンネルの選択が行われることによってトランスポンダを選択され
トランスポートストリームが受信され復調される。そして、この復調されたトランスポー
トストリームは、このフロントエンド回路３０で、さらに所定の方法で復号化されエラー
訂正を施される。エラー訂正されたこのトランスポートストリームは、トランスポートデ
コーダ３１に供給される。
【００４８】
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このトランスポートデコーダ３１は、例えば暗号化解除回路およびＳＷ回路などから成る
。上述したように、サービス供給元から供給されるオンラインサービス情報には、データ
圧縮およびスクランブル装置６によって暗号化されスクランブルがかけられている。した
がって、ユーザ側においてこのスクランブルを解除しなければ、このオンラインサービス
を利用することができない。このスクランブルの解除が暗号化解除回路で行われる。
【００４９】
この暗号化解除回路においては、サービス供給元からサービス加入者として登録されたユ
ーザにそれぞれ与えられたキーによって暗号が解除される。上述したように、このインタ
ーフェイスボード２にはプリペイドカードが装着される（図示しない）。このプリペイド
カードは、例えばＩＣカードによって成るもので、カード自体に課金情報や上述のユーザ
固有のキー情報などを記憶させることが可能である。暗号化解除回路によって使用される
キー情報は、このプリペイドカードから読み出される。また、このキー情報は、後述する
パーソナルコンピュータ１に対してユーザがその都度入力するようにしてもよい。
【００５０】
暗号化解除回路からトランスポートデコーダ３１内のＳＷ回路に１トランスポンダ分のデ
ータが供給される。このＳＷ回路において、複数チャンネルに分けられて供給されたトラ
ンスポートストリームが１つのチャンネルとされる。さらに、このＳＷ回路において、所
定バイト長のパケットを単位として画像／音声，および一般データを、パケット毎のヘッ
ダ部に付加されているＩＤによってデータが振り分けられる。振り分けられたこれらのデ
ータは、このＳＷ回路で、ディジタル記録装置（上述のイメージサーバ５であって、スト
レージＢとされる）に送り出す経路および後述するパーソナルコンピュータ１の例えばハ
ードディスクから成る外部記憶装置５０（上述のストレージＡ）に送り出す経路とに分離
される。
【００５１】
なお、このＳＷ回路において振り分けられる一般データは、同時に伝送されストレージＢ
に記録される画像／音声データに対するインタラクティブな処理に必要とされるデータで
あって、これら画像／音声データに対するインデックス情報（以下、インデックス情報Ａ
と称する）とされる。この一般データは、例えばパーソナルコンピュータ１のモニター上
におけるユーザーインターフェースを司るためのテキストデータ，フォントデータ，イメ
ージデータ，グラフィックデータから成る。また、この一般データには、静止画像データ
が含まれる場合もある。
【００５２】
トランスポートデコーダ回路３１でパーソナルコンピュータ１に送り出される経路に振り
分けられた一般データは、例えばＩＳＡあるいはＰＣＩ規格によるインターフェイス３２
を介してパーソナルコンピュータ１に供給される。
【００５３】
パーソナルコンピュータ１は、マイクロプロセッサから成り全体の処理を司るＭＰＵ４２
，ＲＡＭおよびＲＯＭなどから成るメモリ４３，ＭＰＵ４２とローカルバスであるＰＣＩ
バス４４とを仲介するブリッジ４５，ＰＣＩバスと外部バスであるＩＳＡバス４６とを仲
介するＰＣＩ－ＩＳＡブリッジ４７，およびストレージＡである外部記憶装置５０とのイ
ンターフェイスを司る、例えばＳＣＳＩコントローラから成るインターフェイス４８など
から構成される。
【００５４】
また、図示しないが、パーソナルコンピュータ１において、ＭＰＵ４２が接続されるバス
には、グラフィックコントローラを介してモニタが接続され、さらに、所定のインターフ
ェイスを介してキーボードやマウスといった入力デバイスが接続される。ユーザは、これ
らの入力デバイスおよびモニタから成るユーザインターフェイスを介してＭＰＵ４２に対
して様々な処理の指示を与え、また、その処理の結果などをモニタで確認することができ
る。
【００５５】
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インターフェイスボード２のインターフェイス３２から供給された一般データは、ボード
２におけるインターフェイスがＩＳＡインターフェイス４０であればＩＳＡバス４６，Ｐ
ＣＩ－ＩＳＡブリッジ４７，およびＰＣＩバス４４を介して、また、ボード２におけるイ
ンターフェイスがＰＣＩインターフェイス４１であればＰＣＩバス４４を介してＳＣＳＩ
コントローラ４８に供給され、このＳＣＳＩコントローラ４８からストレージＡに供給さ
れ記録される。そして、ＭＰＵ４２において、ユーザーからの入力デバイスなどの指示に
基づきこのストレージＡに記録された一般データが読み出され、必要な表示データなどが
モニターに出力される。
【００５６】
一方、トランスポートデコーダ３１でディジタル記録装置に送り出される経路に振り分け
られた画像／音声データは、例えばＰ１３９４規格によるＰ１３９４インターフェイス３
４を介してストレージＢに伝送され供給される。このストレージＢがＤＶＣＲであるイメ
ージクリップサーバ５である場合、画像／音声データがＰ１３９４インターフェイス３４
からイメージクリップサーバ５のＰ１３９４インターフェイス６０を介してＤＶＣインタ
ーフェイス６１に供給される。
【００５７】
ＤＶＣＲの場合、ディジタルデータは、１つのパケットが再分割され複数のトランスポン
ダに乗せられる、トランスポートストリームの状態で記録される。そのため、ＤＶＣイン
ターフェイス６１に供給された画像／音声データは、パケット分離されＣＨＣＤ回路６２
およびＲＦ回路６３を介してメカデッキ６４に供給される。すなわち、ＤＶＣインターフ
ェイス６１でパケット分離された画像／音声データは、これらＣＨＣＤ回路６２およびＲ
Ｆ回路６３において、変速再生の処理，ＴＢＣ（Ｔｉｍｅ　Ｂａｓｅ　Ｃｏｒｒｅｃｔｅ
ｒ）　処理，エラー訂正符号のパリティー付加，および変調などの処理がなされ、メカデ
ッキ６４において挿入されたＤＶＣ６５に記録される。
【００５８】
また、Ｐ１３９４インターフェイスでは、同時に複数の機器を接続することが可能とされ
る。そのため、この図５に示す例では、インターフェイスボード２のＰ１３９４インター
フェイス３４から、イメージクリップサーバとしてのＤＶＤ装置５’に映像，音声データ
が供給されている。
【００５９】
すなわち、Ｐ１３９４インターフェイス３４からＤＶＤ装置５’のＰ１３９４インターフ
ェイス７０を介してＤＶＤインターフェイス７１に画像／音声データが供給される。この
ＤＶＤにおいては、上述のＤＶＣＲと異なり、ディジタルデータは、複数のパケットを束
ねてパック構造とするプログラムストリームと称される状態で記録される。そのため、画
像／音声データは、ＤＶＤインターフェイス７１においてトランスポートストリームから
プログラムストリームへと変換され、ＤＶＤ記録／再生部７２に供給され、ＤＶＤに記録
される。
【００６０】
なお、このＤＶＣＲ５やＤＶＤ装置５’などのストレージＢにおける記録媒体に画像／音
声データが記録される際には、上述のストレージＡに記録される一般データによるインデ
ックス情報Ａに対応したインデックス情報（以下、インデックス情報Ｂと称する）が書き
込まれる。このインデックス情報Ｂには、ストレージＢにおいて画像／音声データが書き
込まれた位置を示す絶対アドレス情報が含まれる。
【００６１】
なお、この絶対アドレス情報は、サービス供給元が供給する送出データにあらかじめ付加
される場合もあるし、またストレージＢにおいて付加するようにしてもよい。また、上述
した一般データのうち用途に応じて、一部必要なデータをストレージＢにおける記録媒体
上の特定のエリアに記録しておくこともできる。
【００６２】
ストレージＢに記録された画像／音声データを再生したい場合、ユーザからの再生の指示
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がパーソナルコンピュータ１の入力手段を介してＭＰＵ４２に与えられる。すると、ＭＰ
Ｕ４２によってストレージＡに記録された一般データによるインデックス情報Ａが読み出
されメモリ４３に記憶される。記憶されたこのインデックス情報Ａに基づきパーソナルコ
ンピュータ１のモニタに再生したい画像／音声データの選択を促す画面が表示される。ユ
ーザは、この表示に基づきパーソナルコンピュータ１の入力手段によってＭＰＵ４２に対
してデータ選択の指示を与える。
【００６３】
この与えられた指示に基づき、ＭＰＵ４２によって、メモリ４３に記憶されたインデック
ス情報Ａが参照される。この参照して得られた情報に基づき、ＭＰＵ４２によってストレ
ージＢの記録媒体に書き込まれたインデックス情報Ｂが参照される。
【００６４】
すなわち、ＭＰＵ４２からＰＣＩインターフェイス４１あるいはＩＳＡインターフェイス
４０を介し、さらにインターフェイスボード２内のトランスポートデコーダ３１およびＰ
１３９４インターフェイス３４を介してストレージＢに対してインデックス情報Ｂの読み
出し要求が出される。そして、この読み出し要求に従いストレージＢの記録媒体からイン
デックス情報Ｂが読み出される。この読み出されたインデックス情報Ｂは、各種インター
フェイスなどを介してＭＰＵ４２に返される。
【００６５】
ＭＰＵ４２において、このインデックス情報Ｂから再生したい画像／音声データがストレ
ージＢの記録媒体に書き込まれている絶対アドレスが読み出される。そして、この読み出
された絶対アドレスに基づき、ＭＰＵ４２によってストレージＢがコントロールされ、記
録媒体上で絶対アドレスまでサーチが行われ希望の画像／音声データが記録媒体から再生
が開始される。再生された再生信号は、例えばストレージＢがＤＶＣＲ５の場合には、Ｒ
Ｆ回路６３，ＣＨＣＤ回路６２によって復調およびエラー訂正処理され、画像／音声デー
タとされる。この画像／音声データがＤＶＣインターフェイス６１に供給されパケット処
理されてＰ１３９４インターフェイス６０およびインターフェイスボード２のＰ１３９４
インターフェイス３４を介してトランスポートデコーダ３１に供給される。
【００６６】
トランスポートデコーダ３１に供給された画像／音声データは、デコーダ３１内のＳＷ回
路に供給され、パケット構造を解かれる。このパケット構造を解かれた画像／音声データ
は、ＭＰＥＧデコーダ３３に供給され、ディジタル圧縮が解凍される。圧縮解凍された画
像／音声データは、例えばインターフェイス３７を介してＶＧＡカード８０に供給され、
画像データがＲＧＢ信号とされＣＲＴモニタ８１に映出される。また例えば、圧縮解凍さ
れた画像／音声データがＭＰＥＧデコーダ３３から、画像がＮＴＳＣデコーダ３５に供給
されＮＴＳＣ信号とされテレビジョン受像機（図示しない）に供給され映出される。また
、ＭＰＥＧデコーダ３５からの音声データがＤ／Ａ変換器（図示しない）に供給され、テ
レビジョン受像機に供給され再生される。
【００６７】
この再生されモニタなどに映出されたた画像／音声データが、複数の映画のダイジェスト
映像などのような、サービス供給元からサービス加入者であるユーザに対して提供された
所謂商品サンプル的な情報である場合、ユーザは、この映出されたサンプル画像を見て希
望の商品などをサービス供給元に要求することができる。
【００６８】
すなわち、希望の商品があった場合、ユーザは、パーソナルコンピュータ１のモニタおよ
び入力デバイスから成るユーザインターフェイスによって商品の注文を指示する。この注
文情報は、ＰＣＩインターフェイス４１あるいはＩＳＡインターフェイス４０などを介し
てインターフェイスボード２のトランスポートデコーダ３１に供給される。このトランス
ポートデコーダ３１には、電話回線などの公衆回線を通じてサービス供給元との通信を行
うためのモデム３４が接続されており、この注文情報は、モデム３４によってサービス供
給元に対して送出される。
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【００６９】
この注文情報を受け取ったサービス供給元では、注文ユーザの課金情報などの必要な情報
を、公衆回線およびモデム３４を介して上述したプリペイドカードなどの情報をチェック
することで行い、条件が満足した場合、ユーザに注文商品が届けられる。ユーザが注文し
た商品が映画などの映像，音声データである場合には、再び通信衛星などを介して画像／
音声データがユーザの元へ送出される。
【００７０】
図６は、この実施の一形態の第１の変形例を示す。これは、上述の実施の一形態に示した
構成において、ＤＶＣインターフェイスの配置を変えることによって、汎用のディジタル
ビデオカメラ９０などをストリームＢとして使用できるようにしたものである。すなわち
、この第１の変形例においては、図５に示されるストレージＢに含まれるＤＶＣインター
フェイス６１がインターフェイスボード２におけるトランスポートデコーダ３１のストレ
ージＢに対する出力側にＤＶＣインターフェイス９１として挿入されている。なお、この
図６において、上述した図５と共通する部分には同一の番号を付し、繁雑さを避けるため
その説明を省略する。
【００７１】
アンテナ３によって受信され、フロントエンド回路３０を介してトランスポートデコーダ
３１で振り分けられたストリームＢ、すなわち、画像／音声データは、ＤＶＣインターフ
ェイス９１に供給される。そして、これら画像／音声データは、このＤＶＣインターフェ
イス９１において所定のパケット処理を施されＰ１３９４インターフェイス３４に供給さ
れる。
【００７２】
このように、この第１の変形例の構成においては、Ｐ１３９４インターフェイス３４から
出力されるデータは、インターフェイスボード２に内蔵されたＤＶＣインターフェイス９
１において、既にＤＶＣＲによって記録可能な形式とされている。そのため、このインタ
ーフェイスボード２をこのような構成にすることによって、アンテナ３で受信された画像
／音声データを、ＤＶＣインターフェイスを持たない、例えば汎用の据え置き型ＤＶＣＲ
５”や汎用のカメラ一体型ディジタルビデオレコーダ９０によって記録することができる
。
【００７３】
また、逆に、これら汎用の据え置き型ＤＶＣＡ５”やカメラ一体型ディジタルビデオレコ
ーダ９０から再生した画像／音声データをＰ１３９４インターフェイス３４を介してイン
ターフェイスボード２に供給することによって、ＤＶＣインターフェイス６１において所
定のパケット処理が施され、トランスポートデコーダ３１を介してパーソナルコンピュー
タ１のモニタやあるいはさらにＭＰＥＧデコーダ３３などを介してテレビジョン受像機８
１などで再生画像などを楽しむことができる。
【００７４】
図７は、この実施の一形態の第２の変形例を示す。これは、既存のディジタル放送システ
ムに対してこの発明を適用させた例である。このディジタル放送システムが通信衛星を介
して行われる場合には、加入者のテレビジョン受像機に対してＩＲＤ（Ｉｎｔｅｇｒａｔ
ｅｄ　Ｒｅｃｉｅｖｅｒ　Ｄｅｃｏｄｅｒ）　と称される装置が接続される。また、ケー
ブルを介して行われる、所謂ＣＡＴＶなどの放送システムにおいては、セットトップボッ
クスと称される装置が加入者のテレビジョン受像機に対して接続される。
【００７５】
このＩＲＤは、上述のインターフェイスボード２に比して、パーソナルコンピュータ１に
対するインターフェイスおよび大容量のディジタル記録装置であるストレージＢに対する
インターフェイスを欠いた構成とされている。すなわち、このＩＲＤを使用した従来の放
送システムにおいては、データの保存などを行うことができない構成とされており、ディ
ジタル通信のマルチメディア化には十分対応できない。
【００７６】
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そこで、この第２の変形例においては、インターフェイスボード２およびＩＲＤ１００の
それぞれに、互いにデータ伝送可能なようなインターフェイスを持たせた。このインター
フェイスは、例えば２４ｐｉｎのインターフェイスが用いられる。そして、インターフェ
イスボード２およびＩＲＤ１００を接続させ、既存の通信システムにおいてもマルチメデ
ィア化に対応できるようにさせた。なお、この図７において、上述した図５および図６と
共通する部分には同一の番号を付し、繁雑さを避けるためその説明を省略する。
【００７７】
このＩＲＤ１００は、アンテナ３によって受信された信号に対して所定の信号を処理を行
い、ＮＴＳＣ方式に対応した映像信号を生成するものであり、全体がＣＰＵ１０６によっ
て制御される。また、このＩＲＤ１００は、サービス供給元によるユーザの課金情報の管
理などを公衆電話回線を通じて行うために、モデム１０７を有している。
【００７８】
サービス供給元から送信されアンテナ３によって受信されたビットストリームがフロント
エンド回路１０１に供給される。受信されたこのビットストリームは、フロントエンド回
路１０１においてトランスポンダを選択され復調され、所定の方法でエラー訂正され、デ
スクランブル回路１０２に供給される。サービス供給元から供給された信号には、上述し
たように暗号化されスクランブルがかけられている。デスクランブル回路１０２では、サ
ービス提供元から各加入ユーザに対して与えられたキー情報に基づいてこの暗号化を解除
しスクランブルを解く。このキー情報は、例えば、上述したようにＩＣカードなどによる
プリペイドカードに記憶され、このプリペイドカードがＩＲＤ１００に装着され（図示し
ない）ＣＰＵ１０６によってこの記憶されたキー情報が読み出されることによって得られ
る。スクランブルを解かれた信号は、トランスポートマルチプレクサ１０３に供給される
。
【００７９】
ところで、この例によるＩＲＤ１００においては、これらデスクランブル回路１０２およ
びトランスポートマルチプレクサ１０３との間に、インターフェイスボード２に対するイ
ンターフェイスが設けられている。したがって、デスクランブル回路１０２でスクランブ
ルを解かれた信号は、ＩＲＤ１００のトランスポートマルチプレクサ１０３に供給される
と共に、インターフェイスボード２のトランスポートデコーダ３１’にも供給される。
【００８０】
トランスポートデコーダ３１’において、複数チャンネルに分けられて供給されたトラン
スポンダが１つのチャンネルとされ、さらに、所定バイト長のパケットを単位として画像
／音声，および一般データを、パケット毎のヘッダ部に付加されているＩＤによってデー
タが振り分けられる。振り分けられたこれらのデータは、このトランスポートデコーダ３
１’において、ストレージＢに送り出す経路およびストレージＡに送り出す経路とに分離
される。
【００８１】
トランスポートデコーダ３１’において振り分けられた一般データは、ＩＳＡあるいはＰ
ＣＩ規格によるインターフェイス３２を介してパーソナルコンピュータ１に供給され、ス
トレージＡに記憶される。また、画像／音声データは、ＤＶＣインターフェイス９１およ
びＰ１３９４インターフェイス３４を介してストレージＢに供給され記録される。この際
、ストレージＢの記録媒体上に対する記録位置を示す絶対アドレスを示すインデックス情
報も、ストレージＢに書き込まれる。
【００８２】
このように、ＩＲＤ１００およびインターフェイスボード２との間にインターフェイスを
持たせることによって、既存のディジタル放送システムにおいても、この発明によるマル
チメディアデータ記録装置を使用してマルチメディアサービスを受けることができる。
【００８３】
なお、この第２の変形例において通常のディジタル放送だけを利用するときには、ＩＲＤ
１００のデスクランブル回路１０２からの出力がトランスポートデマルチプレクサ１０３
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に供給され、所定のパケット処理をされＭＰＥＧ圧縮されたディジタル画像データとされ
ＭＰＥＧデコーダ１０４に供給される。このＭＰＥＧデコーダ１０４において、供給され
たＭＰＥＧ圧縮されたディジタル信号が圧縮解凍されディジタル映像信号とされる。この
ディジタル映像信号がＮＴＳＣエンコーダ１０５に供給されＮＴＳＣ方式による映像信号
とされ、この映像信号が供給されたテレビジョン受像機に映出される。
【００８４】
なお、この第２の変形例において、ストレージＢに対するインターフェイスは、上述の第
１の変形例に準じて、インターフェイスボード２内にＤＶＣインターフェイス９１を持た
せ、汎用のＤＶＣＲに対応できるようにしたが、これはこの例に限定されるものではない
。例えば、ストレージＢに対するインターフェイスを、上述した図５に示した実施の一形
態のように、インターフェイスボード２内にＤＶＣインターフェイスを設けないようにし
てもよい。このようにすると、ＤＶＤ装置をストレージＢとして用いることが容易となる
。
【００８５】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、大容量を必要とする動画像をふんだんに使用し
たマルチメディアオンラインサービスにおけるデータのダウンロードの際に、大容量を必
要とする画像／音声データがＤＶＣやＤＶＤなどによる大容量のディジタル記録装置に記
録され、目次検索などのインタラクティブ性を重視されるようなデータや比較的大容量を
必要としないテキストデータなどが、アクセス性の高い既存のハードディスクに記録する
ようにされている。
【００８６】
このように、伝送されたデータを用途に応じて、データに付加されている、データ種別を
示すＩＤを判別して自動的に記録する媒体を振り分けることによって、ユーザは、手持ち
のパーソナルコンピュータやハードディスクに大きな仕様変更を加えることなく、高画質
な動画像などのマルチメディアオンラインサービスを容易に楽しむことができる効果があ
る。
【００８７】
また、この実施の一形態においては、この発明におけるＨＭＳボードおよびＩＲＤ装置に
簡単なインターフェイスを装備することで、既存のディジタル放送システムのための装置
構成をそのまま利用してマルチメディアオンラインサービスを利用することができる効果
がある。
【００８８】
また、この実施の一形態においては、この発明におけるＨＭＳボードの構成を一部分変え
るだけで汎用のディジタルビデオレコーダを画像／音声データのストレージとして利用で
きる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明によるマルチメディアデータ記録装置の構成を概略的に示す略線図であ
る。
【図２】この発明によるデータのダウンロードおよび再生の際の方法を概略的に示す略線
図である。
【図３】この発明によるマルチメディアデータ記録装置が適用されるマルチメディアオン
ラインサービスシステムの構成の一例を示す略線図である。
【図４】ビットストリームにおけるデータの振り分けを説明するための略線図である。
【図５】実施の一形態におけるマルチメディアデータ記録装置の構成の一例を詳細に示す
ブロック図である。
【図６】実施の一形態の第１の変形例におけるマルチメディアデータ記録装置の構成の一
例を詳細に示すブロック図である。
【図７】実施の一形態の第２の変形例におけるマルチメディアデータ記録装置の構成の一
例を詳細に示すブロック図である。
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【符号の説明】
１　パーソナルコンピュータ
２　ＨＭＳボード
３　アンテナ
５　イメージクリップサーバ（ストレージＢ）
３０　フロントエンド回路
３１　トランスポートデコーダ
５０　ハードディスク（ストレージＡ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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